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衛
生
学
院
歯
科
衛
生
士
学
科
第
２

学
年
（
第
50
期
生
）
の
戴
帽
式
が
10

月
１
日
（
木
）、
本
館
７
階
講
堂
で

行
わ
れ
た
。
対
象
と
な
る
学
生
74
人

は
、
教
員
や
第
１
、
３
学
年
生
、
実

習
の
場
と
な
る
松
本
歯
科
大
学
病
院

の
関
係
者
ら
も
見
守
る
中
、
金
銅
英

二
衛
生
学
院
長
か
ら
一
人
一
人
、
歯

科
医
療
従
事
者
の
象
徴
で
あ
る
キ
ャ

ッ
プ
を
か
ぶ
せ
て
も
ら
い
、
引
き
締

ま
っ
た
表
情
で
、
こ
れ
か
ら
約
１
年

に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
臨
床
・
臨
地

実
習
に
全
力
で
臨
む
決
意
を
新
た
に

し
た
。

　

式
で
あ
い
さ
つ
し
た
金
銅
学
院
長

は
「
皆
さ
ん
が
学
ば
せ
て
い
た
だ
く

松
本
歯
科
大
学
病
院
は
歯
科
医
師
、

歯
科
衛
生
士
を
中
心
と
し
て
様
々
な

職
種
の
人
が
患
者
様
に
安
全
で
安
心

な
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
一
丸

と
な
っ
て
汗
を
流
し
て
い
る
。
皆
さ

ん
は
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
が
ど
の
よ
う

　

韓
国
歯
周
病
学
会
（
Ｋ
Ａ
Ｐ
）
が

主
催
す
る
「2026 JPIS-Evidence 

Based International Congress-
The 66th General Session of 
Korean Academ

y of Periodon-
tology

」
が
10
月
23
日
（
金
）
か
ら

25
日
（
日
）
ま
で
、
韓
国
のSeoul 

National University Dental 
Hospital

で
開
催
さ
れ
た
。
本
大
会

は
Ｋ
Ａ
Ｐ
の
公
式
学
術
誌
「Journal 

of Periodontal & Im
plant Sci-

ence 

（
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
）」
の
名
を
冠
し
て

初
め
て
開
催
さ
れ
た
国
際
学
術
大
会

で
、
歯
周
・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
を

テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
日
本
か
ら
25

人
の
参
加
を
は
じ
め
、
米
国
、
イ
タ

リ
ア
、
タ
イ
な
ど
か
ら
８
０
０
人
以

上
の
歯
周
病
学
に
携
わ
る
研
究
者
や

臨
床
家
が
集
い
、
最
新
の
研
究
成
果

や
臨
床
知
見
に
つ
い
て
活
発
な
討
議

が
行
わ
れ
た
。

　

本
大
会
で
は
、
筆
者
が
「A Case 

of Gingival Recession W
ith Al-

臨
床
・
臨
地
実
習
に
全
力
で
臨
む
決
意
を
新
た
に

衛
生
学
院
歯
科
衛
生
士
学
科 

第
50
期
生
戴
帽
式

歯
科
保
存
学
講
座
（
歯
周
）

金キ
ム 

奈　
ナ
　
ヒ
ョ
ン賢

助
手
が
ポ
ス
タ
ー
優
秀
賞
受
賞

吉
成
伸
夫
教
授
が
特
別
講
演

第
66
回 

韓
国
歯
周
病
学
会
主
催
の
国
際
学
術
大
会

左
か
ら
大
会
長
の
亀
山
教
授
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
講
演
し
た
関
根
先
生
、
教
育
講
演
を
行
っ
た
大
槻
先
生
、
宇
田
川
学
長

口
腔
の
健
康
と
美
容
に
関
す
る
研
究
成
果
等
を
発
表

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
活
発
な
討
論
を
展
開

　

10
月
４
日
（
日
）、
第
26
回
美
容
口
腔
管
理
学
会
総
会
・
学
術
講
演
会
が
本
学
図
書

会
館
学
生
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
長
は
歯
科
保
存
学
講
座
（
修
復
）
の
亀
山
敦

史
教
授
が
務
め
、「
口
腔
か
ら
紡
ぐ
ト
ー
タ
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー 

―
歯
科
医
学
と
東
洋
の

知
恵
が
拓
く
美
容
口
腔
管
理
の
未
来
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
研
究
・
教
育
・
臨
床
の
各
側

面
か
ら
、
口
腔
の
健
康
と
美
容
に
関
す
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

本
大
会
の
開
催
に
当
た
っ
て
、
準
備
委
員

長
の
小
松
佐
保
講
師
を
中
心
に
、
医
局
員
全

員
が
一
丸
と
な
っ
て
各
種
準
備
に
取
り
組
ん

だ
。
学
内
の
関
係
部
署
と
も
連
携
し
、
会
場

設
営
、
受
付
、
企
業
展
示
会
場
の
設
営
、
講

演
機
材
の
準
備
、
当
日
の
進
行
な
ど
を
分
担

し
て
運
営
に
当
た
っ
た
。

　

午
前
の
一
般
口
演
で
は
、
歯
科
保
存
学
講

座
の
宮
下　

彩
助
教
が
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

材
料
の
エ
ア
パ
ウ
ダ
ー
ポ
リ
ッ
シ
ン
グ
後
の

表
面
性
状
、
小
松
講
師
が
本
学
の
臨
床
実
習

期
間
中
に
お
け
る
審
美
歯
科
教
育
の
概
要
と

展
望
、
小
町
谷
美
帆
准
教
授
が
新
規
ホ
ワ
イ

ト
ニ
ン
グ
用
ジ
ェ
ル
シ
ー
ト
の
臨
床
研
究
結

果
、
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。
ま
た
教
育
講

演
で
は
、
大
槻
昌
幸
客
員
教
授
が
ホ
ワ
イ
ト

ニ
ン
グ
関
連
新
製
品
の
情
報
な
ど
も
含
め
た

わ
が
国
に
お
け
る
最
新
の
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ

事
情
や
、
ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
に
関
連
す
る
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
し
て
詳
細
に
話
さ
れ

た
。

　

午
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
多
業
種
か
ら
学

ぶ
美
容
と
口
腔
管
理
の
エ
ッ
セ
ン
ス
」
で

は
、
本
学
解
剖
学
講
座
の
奥
村
雅
代
准
教
授

が
、
顎
顔
面
の
筋
と
神
経
の
構
造
・
機
能
に

つ
い
て
講
演
し
た
の
を
は
じ
め
、
美
顎
鍼
や

リ
ッ
プ
ア
ー
ト
メ
イ
ク
な
ど
、
顎
顔
面
の
美

容
に
関
す
る
幅
広
い
内
容
を
取
り
上
げ
た
。

な
お
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
た
関
根

陽
平
先
生
は
、
本
学
の
宇
田
川
信
之
学
長
に

と
っ
て
、
昭
和
大
学
歯
学
部
時
代
の
教
え
子

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
宇
田
川
学
長
と
関

根
先
生
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
繰

り
広
げ
ら
れ
る
な
ど
、
登
壇
者
の
み

な
ら
ず
参
加
者
も
交
え
た
活
発
な
討

論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

本
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆

様
な
ら
び
に
開
催
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
学
内
外
の
関
係
者
の
皆
様

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
今
回

得
ら
れ
た
学
び
と
交
流
を
、
今
後
の

教
育
や
研
究
、
診
療
に
生
か
し
て
い

き
た
い
。

（
歯
科
保
存
学
講
座
（
修
復
）　

助
教　

高
坂
怜
子
）

veolar Bone Resorption in the 
A

nterior Region Follow
ing 

Orthodontic Treatm
ent.

」
の
演

題
名
で
歯
肉
退
縮
の
治
療
法
に
関
す

る
発
表
を
し
、
ポ
ス
タ
ー
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
。
最
終
候
補
者
に
残
り
、

現
地
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審

査
の
結
果
、
受
賞
が
決
ま
っ
た
。
会

場
で
は
、
症
例
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
に

質
問
が
相
次
い
だ
。

　

ま
た
、日
本
歯
周
病
学
会（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
）

理
事
長
を
務
め
る
歯
科
保
存
学
講
座

（
歯
周
）
の
吉
成
伸
夫
教
授
はSpe-

cial Lecturer

と
し
て
招
か
れ
、「30 

Years of Periodontal M
edicine: 

Insights into the Link w
ith 

A
therosclerotic Cardiovascu-

lar Disease.

」と
題
し
て
講
演
し
た
。

歯
周
医
学
の
30
年
に
わ
た
る
歩
み
を

エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
の
高
い
論
文
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
歯
周
病
と
動
脈

硬
化
性
心
血
管
疾
患

と
の
関
連
に
つ
い
て
、

本
学
で
得
ら
れ
た
動

物
、
細
胞
実
験
の
結

果
を
紹
介
し
、
大
変

好
評
を
博
し
た
。

　

日
本
歯
周
病
学
会

と
韓
国
歯
周
病
学
会

は
、
２
０
２
６
年
で

交
流
35
周
年
を
迎
え

た
。
両
学
会
は
こ
れ

ま
で
も
相
互
の
学
術

大
会
へ
の
代
表
者
派
遣
や
講
演
な
ど

を
通
じ
て
継
続
的
に
友
好
的
な
交
流

を
重
ね
、
日
韓
両
国
に
お
け
る
歯
周

病
学
の
発
展
と
研
究
交
流
を
推
進
し

た
。

　

35
周
年
と
い
う
節
目
に
開
催
さ
れ

た
今
回
の
学
術
大
会
は
、
今
後
の
さ

ら
な
る
学
術
交
流
と
歯
周
病
学
の
発

展
に
つ
な
が
る
貴
重
な
機
会
と
も
な

っ
た
。

（
歯
科
保
存
学
講
座
（
歯
周
）　

助
手　

金　

奈
賢
）

な
思
い
で
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
る
か
を
肌
で
感
じ
、
将
来
、
自
分

が
ど
の
よ
う
な
歯
科
衛
生
士
に
な
る

の
か
を
深
く
考
え
て
ほ
し
い
」
と
語

り
か
け
、
実
り
多
い
実
習
に
な
る
こ

と
を
願
っ
た
。

　

列
席
し
た
矢
ヶ
﨑　

雅
理
事
長
は
、

戴
帽
と
い
う
大
切
な
節
目
を
迎
え
た

第
２
学
年
を
笑
顔
で
祝
福
し
た
上

で
、
全
学
年
に
対
し
て
あ
ら
た
め
て

笑
顔
の
大
切
さ
を
説
き
「
毎
朝
鏡
を

見
て
『
お
は
よ
う
』
と
い
い
、
自
分

の
顔
を
よ
く
見
て
、
い
つ
も
笑
顔
を

心
が
け
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
ま

た
、
健
康
に
留
意
し
、
社
会
の
動
向

に
も
関
心
を
持
ち
、
新
聞
を
読
み
、

今
日
の
出
来
事
や
社
説
程
度
は
頭
に

入
れ
る
よ
う
に
努
力
を
続
け
て
「
人

間
形
成
を
し
て
ほ
し
い
」
と
願
い
、

祝
辞
と
し
た
。
樋
口
大
輔
病
院
長
は

「
学
ん
だ
知
識
を
実
際
に
患
者
さ
ん

の
た
め
に
、
自
分
自
身
の
た
め
に
も

生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
病
院

側
と
し
て
、
実
習
を
全
力
で
支
え
る

考
え
を
伝
え
た
。

　

こ
の
あ
と
、
第
２
学
年
代
表
の
赤

羽
夕
萠
さ
ん
が「
仲
間
と
支
え
合
い
、

周
囲
の
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
経
験
を
成
長
へ
と
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
、
最
後
ま
で
頑
張

り
ま
す
」
な
ど
と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
た
。
実
習
を
終
え
た
第
３
学
年
を

代
表
し
て
小
山
愛
姫
さ
ん
も
あ
い
さ

つ
し
、
自
分
自
身
の
経
験
を
振
り
返

り
な
が
ら
、後
輩
た
ち
を
励
ま
し
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

審
査
を
受
け
て
い
る
金
助
手
（
左
端
）

G
ala D

inner

で
挨
拶
す
る
吉
成
教
授

引き締まった表情で戴帽式に臨む第 2 学年生

第26回 美容口腔管理学会総会・学術講演会を開催
～ 口腔から紡ぐトータルビューティー ～

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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今
月
号
で
は
﹃
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
﹄
11
月
13
日
号
「
リ
ー
ダ
ー
の
掟 

飯
島 

勲
」
よ
り
、﹁
高
市
首
相
の
演
説
が 

大
成
功
で 

私
が
焦
っ
た
話
」

の
記
事
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

しおじり優良口腔ケア表彰式

日頃の熱心な口腔ケアを称え表彰

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
り
推
薦
さ
れ
た
受
賞
者

杉
野
凜
太
郎
助
手
が
講
演

「人
生
を
支
え
る
口
腔
ケ
ア
」

第
68
回
北
信
越
ろ
う
あ
者
大
会
・
第
52
回
北
信
越
手
話
通
訳
問
題
研
究
集
会

「
健
康
格
差
」
な
ど
に
つ
い
て
話
す
筆
者

第 81 回国連総会で演説する高市首相

　

10
月
３
日
（
土
）・
４
日
（
日
）
の

２
日
間
、
松
本
市
浅
間
温
泉
文
化
セ

ン
タ
ー
に
て
を
主
会
場
に
「
第
68
回

北
信
越
ろ
う
あ
者
大
会
・
第
52
回
北

信
越
手
話
通
訳
問
題
研
究
集
会
」
が

開
催
さ
れ
、
北
信
越
地
区
（
福
井
・

石
川
・
富
山
・
新
潟
・
長
野
）
の
聴

覚
障
害
者
や
関
係
者
約
３
０
０
人
が

集
ま
っ
た
。
筆
者
は
初
日
に
、「
人
生

を
支
え
る
口
腔
ケ
ア 

―
ろ
う
者
歯
科

医
師
の
視
点
か
ら
―
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
。

　

私
は
、
生
ま
れ
つ
き
ろ
う
者
で
あ

り
、
１
歳
に
な
る
前
に
病
院
に
て
重

度
の
感
音
性
難
聴
と
診
断
さ
れ
た
。

感
音
性
難
聴
は
補
聴
器
を
付
け
て
も

音
が
歪
ん
で
聞
こ
え
る
と
い
う
特
性

が
あ
る
た
め
、
手
話
を
母
語
と
し
て

育
っ
た
。
高
校
卒
業
後
、
歯
学
部
を

志
す
も
、
ろ
う
学
生
へ
の
教
育
は
前

例
が
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
入
学

に
難
色
を
示
す
大
学
も
少
な
く
な
か

っ
た
中
で
、
松
本
歯
科
大
学
は
受
け

入
れ
て
く
だ
さ
り
、
多
く
の
先
生
方

や
友
人
の
支
え
を
得
て
、
６
年
間
で

で
す
。

　

自
分
の
か
ら
だ
で
そ
の
有
用
性
と

安
全
性
を
確
認
し
た
ウ
ェ
ル
ズ
は
、

そ
れ
を
希
望
し
た
患
者
に
応
用
す
る

こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
外
科

医
療
に
革
命
を
も
た
ら
す
重
大
な
大

発
見
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
彼

は
、
よ
り
広
く
知
っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

と
も
関
連
の
あ
る
ボ
ス
ト
ン
の
マ
サ

チ
ュ
セ
ッ
ツ
総
合
病
院
の
外
科
部
長

ジ
ョ
ン･

ウ
ォ
ー
レ
ン
に
公
開
実
験

を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
公
開
実
験

は
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。
笑
気
の

麻
酔
力
は
比
較
的
弱
い
も
の
で
あ
っ

た
た
め
か
、
抜
歯
に
は
成
功
し
た
も

の
の
、
次
の
瞬
間
に
被
験
者
が
悲
鳴

を
挙
げ
た
た
め
、
ウ
ェ
ル
ズ
は
「
イ

ン
チ
キ
」
と
罵
ら
れ
て
退
場

す
る
し
か
な
か
っ
た
の
で

し
た
。

　

こ
の
状
況
を
そ
の
場
で

見
て
い
た
の
が
、
ボ
ス
ト
ン

で
開
業
し
て
い
た
歯
科
医

師
で
ウ
ェ
ル
ズ
の
か
つ
て

の
同
僚
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ

ア
ム･

Ｔ･

Ｇ･

モ
ー
ト

ン
で
し
た
。
彼
は
笑
気
と
同

様
な
効
果
が
あ
る
物
質
を

探
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の

化
学
者
ジ
ャ
ク
ソ
ン
博
士

か
ら
揮
発
し
や
す
い
硫
酸

エ
ー
テ
ル
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
初
は
イ
ヌ
な
ど
の
動
物
実
験
、

次
い
で
自
分
の
助
手
た
ち
を
使
っ
て

の
人
体
実
験
な
ど
で
、
そ
の
効
果
と

安
全
性
を
確
認
し
ま
し
た
。
合
意
を

得
た
患
者
に
も
応
用
し
て
、
安
全
か

つ
確
実
な
使
用
法
を
確
立
し
て
い
っ

た
の
で
す
。
ガ
ラ
ス
瓶
に
弁
を
付
け

た
チ
ュ
ー
ブ
と
マ
ス
ク
の
エ
ー
テ
ル

蒸
気
の
吸
入
器
も
開
発
し
ま
し
た
。

　

１
８
４
６
年
10
月
16
日
、
同
じ
病

院
で
公
開
実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
度
は
大
成
功
で
し
た
。
ピ
ク
リ
と

も
し
な
い
被
験
者
の
腫
瘍
摘
出
に
成

功
し
た
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
「
こ
れ
は
イ

ン
チ
キ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ぞ
」
と
叫

び
、
涙
を
流
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

10
月
９
日
（
金
）
～
11
日
（
日
）

に
盛
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
第
54
回
日

本
歯
科
麻
酔
学
会
総
会
・
学
術
集
会

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
こ
の

学
会
の
前
身
の
歯
科
麻
酔
研
究
会
、

さ
ら
に
そ
の
昔
の
歯
科
麻
酔
懇
談
会

か
ら
参
画
し
て
き
た
人
間
で
す
の

で
、
現
在
の
盛
況
に
は
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

歯
科
医
療
の
歴
史
に｢

痛
み
と
の

闘
い｣

の
側
面
が
大
き
い
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
に
も
お
話
し
し
て
き
ま

し
た
。
か
つ
て
三
大
激
痛
の

首
位
と
さ
れ
て
い
た
急
性
歯

髄
炎
の
痛
み
は
、
19
世
紀
半

ば
ま
で
は
抜
歯
で
解
決
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

が
っ
ち
り
と
歯
槽
骨
に
植
立

し
て
い
る
歯
を
無
麻
酔
で
抜

去
さ
れ
る
…
そ
の
苦
痛
に
耐

え
る
患
者
は
、
多
く
の
絵
画

に
も
描
か
れ
て
い
て
、
歯
科

医
学
の
歴
史
書
な
ど
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
も
パ

リ
の
セ
ー
ヌ
河
畔
の
露
店
で

購
入
し
た
版
画
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
近
代
麻
酔
の
発
明
者

と
さ
れ
る
ホ
ー
レ
ス
・
ウ
ェ
ル
ズ

は
、
ボ
ス
ト
ン
近
郊
の
田
舎
町
ハ
ー

ト
フ
ォ
ー
ド
で
さ
さ
や
か
な
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
営
ん
で
い
た
開
業
歯
科

医
師
で
し
た
。
彼
は
心
や
さ
し
い
医

療
者
と
し
て
、
抜
歯
を
は
じ
め
歯
質

の
切
削
、
歯
肉
の
切
開
と
い
っ
た
治

療
処
置
の
痛
み
に
苦
し
む
患
者
た
ち

に
同
情
し
て
、
な
ん
と
か
そ
れ
を
緩

和
す
る
手
段
が
な
い
も
の
か
と
悩
ん

で
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
１
８
４
４
年
12
月
10
日
の
コ
ル
ト

ン
の
化
学
シ
ョ
ー
で
の
笑
気
（
亜
酸

化
窒
素
）ガ
ス
の
無
痛
効
果
の
発
見
、

そ
し
て
自
分
の
か
ら
だ
を
使
っ
て
の

人
体
実
験
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
の

創立者の「視点」

大学誌編集主幹
特任教授

笠 原  浩
痛みと歯科医療⑬

高
市
首
相
の
演
説
が 

大
成
功
で 

私
が
焦
っ
た
話

内
閣
官
房
参
与
　
　
　
　
　
　
　

松
本
歯
科
大
学
理
事
（
特
命
）　

特
命
教
授
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
島 

勲

　

塩
筑
歯
科
医
師
会
、
塩
尻
市
の
口

腔
摂
食
嚥
下
関
係
委
員
会
が
主
催
し

本
学
が
共
催
し
て
５
年
目
と
な
る

『
し
お
じ
り
優
良
口
腔
ケ
ア
表
彰
式
』

が
10
月
15
日
（
木
）、
塩
尻
市
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
。
本
表
彰
は

塩
尻
市
在
住
の
90
歳

以
上
ま
た
は
75
歳
以

上
で
要
支
援
・
要
介

護
認
定
者
の
う
ち
歯

を
20
本
以
上
持
つ
個

人
や
、
要
介
護
者
の

口
腔
ケ
ア
に
積
極
的

に
関
与
し
て
い
る
家

族
や
連
携
に
熱
心
な

施
設
を
対
象
と
し
て

お
り
、高
齢
者
部
門
、

介
護
者
部
門
、
介
護

保
険
事
業
所
部
門
の

３
部
門
に
つ
い
て
日

頃
の
熱
心
な
口
腔
ケ

ア
を
称
え
表
彰
が
行

わ
れ
た
。

　

塩
尻
市
に
居
住
さ

れ
て
い
る
方
の
中
か
ら
歯
科
医
師
・

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
推
薦
を
経
て
、

高
齢
者
で
13
人
、
介
護
者
で
２
人
、

事
業
所
で
３
団
体
が
選
ば
れ
、
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
表
彰

式
に
は
８
人
が
参
加
し
た
。
参
加
が

難
し
い
方
に
は
式
後
、
表
彰
状
な
ど

を
お
届
け
し
た
。

　

本
学
か
ら
は
歯
科
保
存
学
講
座

（
歯
周
）
の
吉
成
伸
夫
教
授
が
推
薦

し
た
１
人
と
地
域
連
携
歯
科
学
講
座

の
今
井
美
恵
教
授
お
よ
び
筆
者
の
推

薦
し
た
２
人
、
合
わ
せ
て
計
３
人
が

受
賞
さ
れ
た
。
ま
た
今
回
表
彰
さ
れ

た
方
の
中
に
は
健
全
歯
が
20
本
以
上

あ
る
健
全
歯
特
別
賞
が
１
人
お
ら

れ
、
百
瀬
文
子
さ
ん
が
受
賞
し
た
。

百
瀬
さ
ん
は
90
歳
で
29
本
の
歯
が
あ

り
、
内
27
本
が
健
全
歯
と
い
う
驚
異

的
な
記
録
を
叩
き
出
し
て
い
た
。
健

康
な
歯
を
保
つ
コ
ツ
に
つ
い
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
る
と
「
歯
間
ブ
ラ
シ

の
使
用
と
２
度
磨
き
を
し
て
い
る
」

と
語
り
、
丁
寧
な
口
腔
ケ
ア
の
積
み

重
ね
の
賜
物
で
あ
っ
た
。

　

本
表
彰
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ

っ
て
、
行
政
・
歯
科
・
患
者
の
繋
が

り
が
深
み
を
増
し
て
地
域
医
療
の
発

展
に
寄
与
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

（
地
域
連
携
歯
科
学
講
座　

助
教　

田
村
瞬
至
）

卒
業
し
、
歯
科
医
師
国
家
試
験
に
合

格
で
き
た
。

　

歯
科
医
師
と
し
て
３
年
目
と
な
っ

た
現
在
、
Ｉ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
患

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
な
が
ら
、
診
療
を
実
践
し
て
い

る
。
講
演
で
は
そ
の
様
子
を
紹
介
し

た
。最
後
に
口
腔
ケ
ア
に
関
連
し
て
、

聴
覚
障
害
者
の
口
腔
の
健
康
格
差
に

関
す
る
国
内
外
の
デ
ー
タ
と
私
自
身

の
診
療
経
験
を
紹
介
し
、
聴
覚
障
害

者
が
必
要
な
医
療
情
報
や
歯
科
医
療

に
十
分
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
を
整

え
、「
健
康
格
差
」
の
解
消
に
取
り

組
む
必
要
性
を
提
言
し
た
。

　

11
月
７
日
（
土
）
に
は
、
岡
谷
市

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
岡
谷
市

福
祉
大
会
」
で
も
講
演
を
予
定
し
て

い
る
。
歯
科
医
師
と
し
て
の
視
点
か

ら
、
日
々
の
診
療
を
実
践
し
つ
つ
、

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
誰
も
が

口
腔
の
健
康
を
守
る
こ
と
の
で
き
る

社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（
歯
科
保
存
学
講
座　

助
手　

杉
野
凜
太
郎
）

　

９
月
下
旬
、
国
連
総
会
に
出
席
す

る
高
市
早
苗
首
相
の
訪
米
に
同
行
し

て
き
た
。
１
泊
３
日
の
強
行
軍
。
し

か
も
、
今
回
は
秋
の
臨
時
国
会
の
準

備
も
あ
り
、
演
説
と
記
者
会
見
が
終

わ
る
と
、
迎
え
の
車
に
飛
び
乗
っ
て

空
港
に
向
か
う
と
い
う
本
当
に
タ
イ

ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
。
体
力

的
に
も
か
な
り
厳
し
か
っ
た
。

　

私
も
首
相
秘
書
官
と
し
て
、
そ
の

後
は
内
閣
官
房
参
与
と
し
て
、
歴
代

首
相
の
さ
ま
ざ
ま
な
海
外
出
張
に
同

行
し
て
き
た
が
、
毎
回
、
外
務
省
が

作
成
す
る
日
程
表
は
文
字
通
り
分
刻

み
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

特
に
国
連
総
会
は
、
世
界
各
国
の

首
脳
が
集
ま
る
た
め
、
多
く
の
国
か

ら
首
脳
会
談
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

日
程
表
は
さ
ら
に
複
雑
に
な
る
。
国

連
事
務
総
長
や
米
国
の
大
統
領
と
は

個
別
に
会
談
を
行
う
の
が
慣
例
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
二
国
間

会
談
は
、数
多
く
の
要
請
の
中
か
ら
、

そ
の
と
き
の
国
際
情
勢
な
ど
を
考
慮

し
て
日
本
側
が
選
ぶ
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

今
回
、
高
市
首
相
が
個
別
に
会
談

を
行
っ
た
の
は
、
グ
テ
ー
レ
ス
国
連

事
務
総
長
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統

領
、
ト
ル
コ
の
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領

の
４
人
だ
。

　

や
は
り
、
日
本
で
話
題
に
な
っ
た

の
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
の
日
米
首

脳
会
談
だ
ろ
う
。
世
界
中
が
注
目
し

て
い
た
米
中
首
脳
会
談
の
直
前
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
関
心
が
高
か
っ
た

の
も
う
な
ず
け
る
。
し
か
し
、
私
が

注
目
し
た
の
は
、
ト
ル
コ
の
エ
ル
ド

ア
ン
大
統
領
と
の
首
脳
会
談
だ
。
日

本
で
大
き
く
報
道
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
現
在
の
不
安
定
な
中
東

情
勢
を
考
え
る
と
、
こ
こ
で
エ
ル
ド

ア
ン
大
統
領
と
対
面
で
会
談
で
き
た

の
は
大
き
い
と
思
う
。

　

会
談
で
は
、
両
国
の
協
力
関
係
の

ほ
か
、
高
市
首
相
か
ら
イ
ラ
ン
と
米

国
の
問
題
に
つ
い
て
、「
仲
介
の
役

割
を
果
た
し
て
き
た
ト
ル
コ
の
尽
力

を
高
く
評
価
し
つ
つ
、
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
に
お
い
て
、
従
来
ど
お
り
い
か
な

る
追
加
的
費
用
も
な
い
形
で
全
て
の

船
舶
が
自
由
で
安
全
に
航
行
で
き
る

こ
と
が
、
日
本
を
含
む
国
際
社
会
全

体
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
」

と
指
摘
し
た
と
い
う
。

　

エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
か
ら
も
、
イ

ラ
ン
情
勢
や
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
な
ど

に
つ
い
て
の
日
本
と
の
緊
密
な
連
携

に
つ
い
て
言
及
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

中
東
情
勢
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
一

人
で
あ
る
エ
ル
ド
ア
ン
大
統
領
と
の

良
好
な
関
係
を
構
築
で
き
た
こ
と

は
、
今
回
の
訪
米
の
一
つ
の
成
果
と

い
っ
て
よ
い
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
高
市
首
相
に
と
っ
て
初

め
て
の
国
連
総
会
で
の
一
般
討
論
演

説
。
私
は
大
成
功
だ
っ
た
と
思
う
。

日
本
の
報
道
で
は
、
演
説
で
「
旧
敵

国
条
項
の
削
除
」
を
求
め
た
こ
と
が

強
調
さ
れ
た
が
、
現
場
で
見
て
い
た

私
は
、
日
本
の
外
交
の
軸
で
あ
る
、

「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
」

や
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」
に
つ
い

て
主
張
し
た
ほ
か
、
法
の
支
配
を
重

視
す
る
姿
勢
や
防
災
に
対
す
る
日
本

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
で
き
た

の
が
よ
か
っ
た
と
思
う
。

　

今
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ほ
ど
で
な

く
て
も
、
首
相
の
海
外
出
張
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
忙
し
い
も
の
だ
が
、
と

き
ど
き
「
総
理
用
務
」
と
い
う
時
間

が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
首

相
と
し
て
の
公
務
で
は
な
く
個
人
と

し
て
、
現
地
の
知
人
と
会
う
約
束
な

ど
の
時
間
で
あ
る
。「
総
理
用
務
」

の
時
間
は
、
私
た
ち
同
行
者
は
待
機

時
間
と
な
り
、
短
時
間
な
ら
買
い
物

な
ど
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
連
載
の
読
者
な
ら
、
私
が
ワ

シ
ン
ト
ン
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
職

員
用
売
店
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
の

を
ご
存
じ
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
連

本
部
の
地
下
に
あ
る
売
店
も
な
か
な

か
い
い
。
あ
ま
り
広
く
な
い
ス
ペ
ー

ス
に
、
国
連
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
が

た
く
さ
ん
並
ぶ
。
お
土
産
の
定
番
と

も
い
え
る
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
タ
オ
ル
、
マ

グ
カ
ッ
プ
か
ら
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な

ど
の
菓
子
類
ま
で
、
す
べ
て
に
国
連

マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
。
私
の
よ
う

な
各
国
首
脳
の
同
行
者
や
外
交
官
、

メ
デ
ィ
ア
関
係
者
が
多
い
客
層
か
ら

か
、
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
や
ネ
ク
タ
イ
ピ

ン
な
ど
が
よ
く
売
れ
て
い
る
ら
し

い
。
私
は
過
去
に
キ
ャ
ッ
プ
を
買
っ

た
こ
と
が
あ
る
。
今
回
は
こ
の
売
店

に
寄
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ネ
ッ
ト
で

検
索
し
て
み
た
ら
、
国
連
マ
ー
ク
入

り
の
ト
ラ
ン
プ
や
、
国
連
本
部
ビ
ル

の
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
や
、
国
連
限
定
の

ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
ま
で
あ
る
よ
う
だ
。

　

こ
の
売
店
も
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
同

様
に
関
係
者
限
定
な
の
か
と
思
っ
た

ら
、
一
般
の
観
光
客
で
も
登
録
す
れ

ば
入
れ
る
と
い
う
。
一
般
向
け
の
国

連
本
部
見
学
ツ
ア
ー
も
あ
り
、
日
本

語
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
も
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
国
連
総
会
開
催
中
は
入
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
訪
れ
る
機
会
が

あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
、
私
が
見
た
景
色

を
体
感
し
て
も
ら
い
た
い
。



••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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••••••••••••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
歯
科
に
関
す
る
正
し
い
情
報
が
広
く

国
民
に
浸
透
す
る
こ
と
を
願
い
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
を
対
象
に
２
０
１
０
年
か
ら
開
い
て
い
る
。
今
回
は

「
一
生
を
通
じ
た
口
の
健
康
管
理
を
考
え
る
、
生
涯
に
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健康づくりセンター
～運動を習慣化させるコツ～

　
「
健
康
の
た
め
に
運
動
を
始
め
た

け
ど
、
い
つ
の
間
に
か
続
か
な
く
な

っ
て
し
ま
う
」
そ
ん
な
経
験
が
あ
る

方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
運
動
は
始
め
る
こ
と
よ
り
も
、

続
け
る
こ
と
の
ほ
う
が
難
し
い
も
の

で
す
。

　

一
般
的
な
有
酸
素
運
動
（
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
や
軽
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
）

を
行
っ
た
場
合
で
は
、
脂
肪
燃
焼
の

効
果
は
、
運
動
を
始
め
て
１
～
３
カ

月
後
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
体
重
や

見
た
目
の
変
化
は
す
ぐ
に
は
出
な
い

た
め
、
体
重
や
体
脂
肪
量
な
ど
の
数

値
だ
け
で
効
果
を
判
断
し
て
し
ま
う

と
、
思
う
よ
う
な
結
果
が
出
な
い
こ

と
で
、
運
動
が
習
慣
化
す
る
前
に
挫

折
し
て
し
ま
う
こ
と
も
。

　

身
体
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
く

も
の
な
の
で
、習
慣
化
す
る
ま
で
は
、

数
値
に
一
喜
一
憂
す
る
の
で
は
な

く
、
体
を
動
か
す
と
「
夜
よ
く
眠
れ

る
」「
気
分
が
す
っ
き
り
す
る
」「
前

よ
り
疲
れ
に
く
く
な
っ
た
」
な
ど
、

内
面
的
な
変
化
、
効
果
に
も
目
を
向

け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
変
化
は
数
値
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
体
が
変
わ
っ
て
き

て
い
る
サ
イ
ン
で
す
。
す
ぐ
に
結
果

を
求
め
ず
、
ゆ
っ
く
り
自
分
の
変
化

を
観
察
し
て
い
く
こ
と
も
継
続
、
習

慣
化
の
コ
ツ
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
仕
事
や
家
事
、
育
児
な
ど
で

忙
し
く
、
健
康
管
理
の
た
め
に
運
動

を
始
め
た
く
て
も
、
時
間
の
確
保
が

難
し
い
方
や
、
運
動
へ
の
苦
手
意
識

が
あ
り
何
か
ら
始
め
て
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
方
に
お
す

す
め
な
の
が
、「+

10
（
プ
ラ
ス
・

テ
ン
）」
で
す
。+

10
と
は
、
今
よ

り
「
10
分
多
く
体
を
動
か
す
」
こ
と

で
す
。
10
分
と
聞
く
と
「
10
分
だ
け

で
意
味
が
あ
る
の
？
」
そ
う
思
う
方

も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

ん
、
10
分
だ
け
で
す
ぐ
に
体
が
変
わ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
回
の

ハ
ー
ド
な
運
動
よ
り
も
、
10
分
で
も

少
し
ず
つ
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
の

方
が
、
長
期
的
に
は
大
き
な
変
化
を

も
た
ら
し
ま
す
。

　

最
初
の
ハ
ー
ド
ル
を
高
く
設
定
し

す
ぎ
ず
、「
今
日
は
10
分
だ
け
歩
く
」

「
姿
勢
を
意
識
す
る
」「
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
で
は
な
く
階
段
を
使
う
」
な
ど
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
。
最
初
は
、「
少
し
体
を
動
か
す
」

く
ら
い
の
気
持
ち
で
始
め
る
方
が
習

慣
に
も
繋
が
り
や
す
い
で
す
。

　

今
の
生
活
を
大
き
く
変
え
な
く
て

も
、
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
普
段
の
生
活
の
中
で

活
動
量
を
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
に
、

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
が
多
い
人
は
30
分
ご

と
に
立
ち
上
が
る
な
ど
、
無
理
な
く

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
。
最
初
か
ら
頑
張
り
す
ぎ
ず
、「
ま

た
や
ろ
う
」
と
思
え
る
程
度
の
量
か

ら
や
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
は
、
運

動
を
継
続
し
や
す
い
よ
う
、
個
々
の

体
力
や
目
的
に
合
わ
せ
て
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
効
果
を
実
感
で

き
る
よ
う
健
康
づ
く
り
の
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
無

理
の
な
い
運
動
習
慣
を
つ
く
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
見
学
な
ど
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー　

健
康
運
動
指
導
士　

大
槻
美
佳
）

　

衛
生
学
院
は
10
月
よ
り
、
歯
科
衛

生
士
学
科
第
３
学
年
の
講
義
に
お
い

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（Inform

ation and 
Com

m
unication Technology=

情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
最
先

端
の
Ｗ
ｅ
ｂ
授
業
を
開
始
し
た
。
各

学
年
の
募
集
定
員
が
１
０
０
人
と
な

り
２
ク
ラ
ス
体
制
と
な
っ
た
こ
と
を

受
け
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
授
業

改
革
の
一
環
で
、
新
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
対
面
授
業
と
同
等
の
教
育
効

果
が
期
待
で
き
る
双
方
向
の
遠
隔
授

業
環
境
を
整
え
た
。

　

対
面
授
業
を
行
う
教
室
と
Ｗ
ｅ
ｂ

授
業
を
行
う
教
室
の
間
で
、M

icro-
soft Team

s

を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
を
使
っ
て
同
時
進
行
で
授
業

を
行
う
。
講
義
資
料
は
正
面
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
で
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影

し
、
お
互
い
の
教
室
の
様
子
は
教
卓

横
の
43
イ
ン
チ
モ
ニ
タ
ー
で
常
時
確

認
で
き
る
。
学
生
は
自
席
か
ら
マ
イ

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

私立歯科大学協会プレスセミナー
宇田川信之学長パネルリストとして活発に意見交わす

「人生１００年時代、歯科医療はどう変わるべきか」

　

塩
尻
市
社
会
教
育
ス
ポ
ー
ツ
課
社

会
教
育
係
が
主
催
す
る
「
塩
尻
ロ
マ

ン
公
開
講
座
」
が
10
月
６
日
（
火
）、

塩
尻
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
講
堂
で
開

か
れ
、「
歯
・
口
の
健
康
か
ら
全
身
の

健
康
へ 

―
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
防

ご
う
―
」
と
題
し
て
、
本
学
の
鷹
股

哲
也
特
任
教
授
が
講
演
を
行
っ
た
。

参
加
し
た
60
歳
以
上
の
男
女
75
人
に

向
け
て
、老
化
に
伴
う
身
体
の
虚
弱
・

衰
え
と
言
わ
れ
る
フ
レ
イ
ル
に
「
歯

と
口
の
健
康
」
が
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
く
語
っ
た
。

　

歯
を
な
く
す
と
、
多
く
の
高
齢
者

に
「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
と
言
わ

れ
る
「
口
の
衰
え
＝
口
腔
機
能
の
低

下
」
が
現
れ
始
め
る
。
固
い
物
が
噛

め
な
い
（
咀
嚼
障
害
）、
食
事
中
に

も
の
を
よ
く
こ
ぼ
す
、
滑
舌
が
悪
く

な
る
（
発
音
障
害
）、
飲
み
込
み
に

く
く
な
る
（
嚥
下
障
害
）、
よ
く
む

せ
る
、
口
が
渇
く
、
口
臭
が
す
る
、 

な
ど
が
主
な
症
状
と
な
る
。
ま
た
咀

嚼
障
害
に
よ
り
低
栄
養
と
な
り
、
加

齢
も
加
わ
り
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
と
い

わ
れ
る
骨
格
筋
量
の
低
下
が
み
ら
れ

筋
力
が
衰
え
て
く
る
。
筋
力
が
衰
え

る
と
日
常
の
活
動
量
が
減
り
、 

食
欲

が
わ
か
な
く
な
る
。
当
然
、 

食
事
を

す
る
量
が
減
り
再
び
低
栄
養
へ
と
繋

が
る
（
フ
レ
イ
ル
サ
イ
ク
ル
＝
「
身

体
的
フ
レ
イ
ル
」 「
認
知
的
フ
レ
イ

ル
」 「
社
会
的
フ
レ
イ
ル
」）。 

鷹
股

特
任
教
授
は
、
こ
の
よ
う
な
フ
レ
イ

ル
か
ら
要
介
護
状
態
へ
と
ド
ミ
ノ
倒

し
の
よ
う
に
進
む
「
負
の
連
鎖
＝
フ

レ
イ
ル
ド
ミ
ノ
」
を
防
ぐ
必
要
が
あ

る
と
語
っ
た
。

　

講
演
の
後
半
で
は
、 

お
口
の
体
操
、 

舌
の
体
操
、 

唾
液
腺
相
当
部
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
谷
川
俊
太
郎
氏
の
詩
を
使

っ
た
パ
ラ
タ
カ
発
音
訓
練
を
行
い
、

「
こ
れ
ら
を
日
常
の
生
活
に
取
り
入
れ

て
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
、

ひ
い
て
は
フ
レ
イ
ル
予
防
に
繋
げ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。 

健
康
長
寿
を
達
成
す
る
３
つ
の
重
要

な
柱
と
し
て
「
栄
養
（
食
と
口
の
健

康
）」「
適
度
な
運
動
」「
社
会
参
加
」

の
実
践
を
呼
び
か
け
、
約
２
時
間
に

わ
た
る
講
演
を
結
ん
だ
。

　

全
国
に
あ
る
17
の
私
立
歯
科
大
学
と
歯
学
部
で
つ
く
る
一
般
社
団
法
人
・
日
本
私
立
歯

科
大
学
協
会
（
会
長
＝
羽
村　

章
、
日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
特
任
教
授
）
の
第
17
回

歯
科
プ
レ
ス
セ
ミ
ナ
ー
が
10
月
21
日
（
水
）、
東
京
都
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
私
学
会

館
と
、
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
で
開
催
さ
れ
た
。
協
会
専
務
理
事
の
本
学
宇
田
川
信
之
学
長
は
「
人

生
１
０
０
年
時
代
、
歯
科
医
療
は
ど
う
変
わ
る
べ
き
か
」
と
題
す
る
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
で
パ

ネ
リ
ス
ト
を
務
め
、
他
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
た
。

わ
た
る
歯
科
診
療
」
を
テ
ー
マ
に
実

施
し
た
。

　

羽
村
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
藤

井
一
維
副
会
長
（
日
本
歯
科
大
学
学

長
）
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
示
し

な
が
ら
協
会
や
歯
科
医
師
の
現
状
に

つ
い
て
説
明
し
「
口
腔
の
健
康
が
全

身
の
健
康
に
関
係
す
る
こ
と
が
広
く

周
知
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
歯

科
医
師
の
役
割
が
多
様
化
し
て
い

る
」
な
ど
と
現
状
を
報
告
し
た
。
ま

た
、
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
歯
科
訪

問
診
療
の
課
題
や
、
歯
科
医
師
数
の

減
少
や
高
齢
化
に
伴
う
歯
科
医
院
の

地
域
偏
在
や
継
承
の
問
題
な
ど
に
つ

い
て
も
解
説
し
た
。

　

神
奈
川
歯
科
大
学
歯
学
部
小
児
歯

科
学
講
座
の
仲
井
雪
絵
教
授
の
基
調

講
演
「
小
児
歯
科
か
ら
始
ま
る
、
一

生
涯
の
口
腔
健
康
管
理
」も
あ
っ
た
。

仲
井
教
授
は
将
来
の
口
腔
健
康
を
守

ク
を
使
わ
ず
に
発
言
で
き
、
音
声
は

別
教
室
へ
も
明
瞭
に
反
映
さ
れ
、
ス

ム
ー
ズ
に
質
疑
応
答
が
で
き
る
（
シ

ス
テ
ム
に
は
マ
イ
ク
ス
ピ
ー
カ
ー
「
ヤ

マ
ハYVC-1000

」、
カ
メ
ラ
「
サ
ン

ワCM
S-V54BK

」
を
採
用
）。

　

新
シ
ス
テ
ム
は
、
文
部
科
学
省
の

示
す
「
専
修
学
校
に
お
け
る
遠
隔
授

業
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
の
通
知

に
基
づ
き
運
用
し
、
過
去
の
感
染
症

流
行
の
よ
う
な
不
測
の
事
態
に
よ
っ

て
対
面
授
業
が
困
難
に
な
っ
た
際
に

も
活
用
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て

い
る
。

　

今
回
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
同
一

授
業
を
複
数
回
行
う
必
要
が
あ
る
場

面
が
減
り
、
複
数
学
級
に
対
し
て
統

一
感
の
あ
る
授
業
を
展
開
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
教
員
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
た
分
、
今
後
は
学
生
の
理
解
度

チ
ェ
ッ
ク
や
授
業
内
容
の
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
に
よ
り
多
く
の
時
間
を
充

て
て
い
く
方
針
だ
。

（
衛
生
学
院　

事
務
室
長　

新
村
和
久
）

園児たち
秋のひととき
キャンパスを楽しむ

落ち葉を集めた袋を持つ保育園児

個別の運動プログラムに沿って体を動かすセンター利用者

る
た
め
、
妊
娠
期
か
ら
う
蝕
予
防
を

始
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
解
説
。
妊

娠
前
か
ら
の
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
と
し
て
捉
え
、
家
族
や
地
域
全

体
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
強
調
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
を
締
め
く
く
る
パ
ネ
ル

ト
ー
ク
に
は
、
宇
田
川
学
長
と
、
大

阪
歯
科
大
学
歯
学
部
の
高
橋
一
也
教

授
、
日
本
歯
科
大
学
生
命
歯
学
部
の

中
原
悦
夫
客
員
教
授
の
３
人
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
、
羽
村
会
長

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

基
礎
研
究
か
ら
歯
科
教
育
、
高
齢
者

歯
科
、
臨
床
に
至
る
ま
で
幅
広
い
視

点
か
ら
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

現
状
や
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

　

最
後
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、「
歯

科
医
師
は
、
口
腔
の
健
康
を
通
じ
て

患
者
さ
ん
の
生
命
支
援
や
生
活
支
援

を
行
う
こ
と
の
で
き
る
幅
広
い
役
割

が
あ
る
す
ば
ら
し
い
仕
事
で
あ
る
」

と
い
う
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
締
め
く
く
っ
た
。

　

自
然
豊
か
な
キ
ャ
ン
パ
ス
は
さ

ま
ざ
ま
な
木
々
が
紅
葉
し
、
１
年

で
最
も
彩
り
豊
か
な
季
節
を
迎
え

て
い
る
。
晴
れ
た
日
に
は
子
供
か

ら
大
人
ま
で
、
地
域
の
人
た
ち
が

大
勢
訪
れ
、
こ
の
時
期
な
ら
で
は

の
自
然
を
満
喫
し
て
い
る
。

　

近
隣
の
保
育
園
か
ら
も
、
い
く

つ
も
の
グ
ル
ー
プ
が
散
歩
や
遠
足
、

自
然
観
察
で
キ
ャ
ン
パ
ス
に
や
っ

て
来
る
。
園
児
た
ち
は
、
着
く
と

す
ぐ
に
友
達
と
中
庭
を
か
け
回
っ

た
り
、
気
に
な
る
落
ち
葉
や
木
の

実
を
集
め
た
り
、
自
動
芝
刈
り
機

の
後
を
歩
い
た
り
、
元
気
よ
く
秋

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
る
。

新しく導入したＩＣＴを活用する双方向遠隔授業

歯
科
衛
生
士
学
科
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
遠
隔
授
業
を
開
始

―
定
員
増
に
伴
う
ク
ラ
ス
改
革
、

双
方
向
の
質
疑
も
ス
ム
ー
ズ
に
―

鷹
股
哲
也
特
任
教
授
が
講
演

「
歯
・
口
の
健
康
か
ら
全
身
の
健
康
へ 

―
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
防
ご
う
―
」

塩
尻
ロ
マ
ン
公
開
講
座

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

オーラルフレイルは早期の対策が重要と説く鷹股特任教授

左からコーディネーターの羽村会長、仲井教授、パネリストの宇田川学長、高橋教授、中原客員教授
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は
現
在
も
現
役
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
と
は
い
え
、
い
ず
れ
訪
れ
る
リ

タ
イ
ヤ
時
期
に
備
え
、
何
か
ら
手
を

つ
け
た
ら
良
い
か
を
考
え
る
よ
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

   

そ
の
後
の
懇
親
会
は
、
図
書
会
館

内
の
中
国
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ス
タ

ー
ダ
ス
ト
」
に
移
動
し
て
行
い
ま
し

た
。
学
生
時
代
の
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
な
が
ら
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
の

写
真
を
映
し
た
ス
ク
リ
ー
ン
を
背
に

一
人
ひ
と
り
が
近
況
を
報
告
し
ま
し

た
。
歳
を
重
ね
た
仲
間
た
ち
の
姿
を

目
の
当
た
り
に
し
、
時
の
流
れ
の
は

や
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。ま
た
、

６
期
生
の
１
割
と
な
る
23
人
が
鬼
籍

に
入
っ
て
お
り
、
彼
ら
彼
女
ら
を
偲

び
、
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

「
生
涯
現
役
」
と
い
う
力
強
い
声
が

飛
び
交
う
中
、
小
穴　

実
会
長
か
ら

「
次
の
『
６
期
会
』
は
、
多
く
の
６

――――松本歯科大学校友会――――

Alumni News

 

６
期
生
は
１
９
７
７
（
昭
和
52
）

年
の
入
学
か
ら
今
年
で
50
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。「
６
期
会
」
は
、
卒
後

10
年
経
過
し
た
頃
か
ら
ほ
ぼ
４
年

ご
と
に
開
催
し
て
お
り
９
月
12
日

（
土
）、
節
目
と
な
る
10
回
目
を
、
母

校
の
創
立
30
年
記
念
棟
大
会
議
室
で
、

28
人
が
参
集
し
、
に
ぎ
や
か
に
開
催

し
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
長
年
事
務
局

を
担
当
し
て
い
る
小
笠
原　

正
先

生
、
会
計
担
当
の
中
村
晋
一
先
生
の

お
か
げ
で
す
。

　
「
６
期
会
」
は
こ
れ
ま
で
、
同
期

生
を
講
師
に
講
演
会
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
金
融
経
済
教
育

機
構
（
Ｊ-

Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｃ 

）
講
師
の

原　

元
士
様
を
お
迎
え
し
、「
豊
か

な
老
後
の
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い

お
金
の
話
」
と
題
し
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
巷
で
は
定
年
を
迎

え
る
年
代
で
す
が
、
同
期
生
の
多
く

〔
出
向
契
約
終
了
〕�

９
月
30
日
付　
　

　

野
澤　

良
子�（
法
人
（
総
務
）（
出
向
受
入
職
員
））

〔
定
年
延
長
〕�

10
月
１
日
付　
　

　

中
西　

正
人�

（
２
０
２
７
年
９
月

日
ま
で

臨
床
検
査
室
臨
床
検
査
技
師
主
任
）

■お問い合わせ■

学校推薦型選抜（公募制）

学校推薦型選抜（指定校）
校 友 子 女 選 抜

●試 験 日
１１月25日㈬

●出願期間
１１月2日㈪～1１月19日㈭

●試 験 場
本　学

HOT LINE 0263–54–3210
松本歯科大学　入試広報係

www.mdu.ac.jp

期
生
が
古
希
を
迎
え
る
２
年
後
の
開

催
を
目
指
す
」
旨
の
宣
言
が
あ
り
、

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
さ
あ
６
期

生
２
年
後
に
ま
た
集
ま
ろ
う
。

（「
６
期
会
」
幹
事　

６
期
生　

山
田
和
昭
）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

懇
親
会
で
主
催
校
と
し
て
挨
拶
を
す
る
朝
日
大
学
の
田
村
康
夫
副
学
長

　

ス
ポ
ー
ツ
日
和
の
快
晴
と
な
っ
た

10
月
12
日
（
月
・
祝
）
に
、
長
野
縣

護
國
神
社
（
松
本
市
）
の
名
物
イ
ベ

ン
ト「
泣
き
相
撲
」が
開
催
さ
れ
た
。

「
泣
く
子
は
育
つ
」
と
い
う
諺

こ
と
わ
ざが

あ
る

よ
う
に
、
赤
ん
坊
が
大
声
で
元
気
に

泣
く
事
は
、
心
肺
機
能
の
向
上
に
寄

与
す
る
成
長
発
育
上
の
重
要
な
役
割

を
持
つ
。
ま
た
、
そ
の
泣
き
声
に
よ

り
物
の
怪
が
退
散
し
た
と
の
言
い
伝

え
も
あ
り
、
邪
気
を
祓は

ら

い
福
を
招
く

も
の
と
も
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
と
社
会
の
安
寧
を
願
い
、
本
イ

ベ
ン
ト
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

当
日
、
季
節
外
れ
の
強
い
日
差
し

が
差
し
込
む
神
社
内
に
、
生
後
６
カ

月
か
ら
２
歳
ま
で
の
小
さ
な
力
士
１

６
０
人
と
そ
の
保
護
者
が
詰
め
か
け

る
中
、『
泣
き
相
撲
会
場
よ
り
泣
き

声
の
響
く
会
場
』
と
し
て
名
物
コ
ー

ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
本
学
の
「
お
口

す
こ
や
か
教
室
」
が
、
今
年
も
関
係

者
か
ら
の
大
き
な
期
待
を
受
け
る
中

で
開
設
さ
れ
た
。
本
年
度
の
「
お
口

す
こ
や
か
教
室
」
は
、
筆
者
お
よ
び

歯
科
保
存
学
講
座
の
出
分
菜
々
衣
准

教
授
の
歯
科
医
師
２
人
と
、
歯
科
衛

生
士
３
人
（
笠
原
由
香
、
阪
西
あ
い
、

落
合
優
希
乃
）、
ま
た
法
人
（
総
務
）

李　

炳
旭
課
長
補
佐
の
合
計
６
人
に

よ
る
活
動
と
な
っ
た
。

　

設
営
作
業
を
終
え
る
と
、
す
ぐ
に

多
く
の
受
診
希
望
者
が
「
お
口
す
こ

や
か
教
室
」
を
訪
れ
、
歯
科
相
談
と

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
が
絶
え
間
な
く

繰
り
返
さ
れ
る
、
例
年
通
り
の
大
盛

況
と
な
っ
た
。
活
動
終
了
時
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
疲
労
困
憊
と
な
っ
た

も
の
の
、
受
診
し
た
保
護
者
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
多
く
の
好
評
に
心
が
満
た

さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
泣
き

声
に
よ
り
邪
気
が
祓
わ
れ
心
身
が
清

め
ら
れ
る
清
々
し
い
一
日
と
な
っ
た
。

　

大
人
気
の
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
す
で

に
２
０
２
７
年
の
参
加
者
募
集
が
始

ま
っ
て
お
り
、
今
回
参
加
し
た
ス
タ

ッ
フ
一
同
、
ま
た
来
年
も
元
気
な
笑

　

地
震
や
火
災
の
発
生
を
想
定
し
た

本
年
度
の
防
火
・
防
災
訓
練
が
10
月

６
日
（
火
）、
大
学
と
病
院
で
そ
れ

ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
職
員
や
学
生
が
避

難
行
動
や
消
火
設
備
の
取
り
扱
い
方

な
ど
を
再
確
認
し
、
万
が
一
の
事
態

に
遭
遇
し
て
も
適
切
に
行
動
で
き
る

よ
う
訓
練
し
た
。

　

職
員
対
象
の
訓
練
は
、
創
立
30
年

記
念
棟
北
側
広
場
で
の
消
火
訓
練
で

始
ま
っ
た
。
参
加
者
は
広
場
中
央
に

設
け
た
「
火
元
」
に
向
か
っ
て
消
火

器
で
消
火
剤
を
噴
射
し
、
初
期
消
火

2026 年度
大学、病院の防火・防災訓練

いざというときのために !
通報連絡、初期消火、避難誘導など各種訓練を実施

の
こ
つ
を
つ
か
ん
だ
。
続
い
て
、
本

館
で
消
火
栓
を
は
じ
め
と
す
る
消
火

設
備
の
使
い
方
を
実
践
的
に
学
ん
だ
。

４
階
屋
上
か
ら
地
上
に
直
接
出
ら
れ

る
装
置
「
斜
降
式
救
助
袋
」
を
使
用

し
た
避
難
訓
練
を
行
い
、
使
用
す
る

際
の
注
意
点
を
確
認
し
た
。

　

歯
学
部
と
衛
生
学
院
の
第
１
学
年

生
が
対
象
の
訓
練
は
、
２
時
限
の
授

業
中
に
糸
魚
川
静
岡
構
造
線
を
震
源

と
す
る
震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し
、

そ
の
後
、
実
習
館
総
合
歯
科
医
学
研

究
所
で
火
災
が
発
生
し
た
と
の
想
定

で
実
施
し
た
。
歯
学
部
生
は
実
習
館

の
教
室
で
、
衛
生
学
院
生
は
講
義
館

の
教
室
で
そ
れ
ぞ
れ
地
震
発
生
時
の

安
全
確
保
の
た
め
の
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
訓
練
を
実
践
し
た
あ
と
、
中
庭
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
付
近
に
設
け
た
訓
練

本
部
ま
で
、
安
全
を
確
保
し
た
上
で

最
短
ル
ー
ト
を
通
り
、
迅
速
に
避
難

し
た
。
地
震
発
生
時
、
歯
学
部
第
１

学
年
生
の
授
業
を
担
当
し
、
学
生
を

実
習
館
か
ら
避
難
誘
導
し
た
解
剖
学

講
座
の
田
所　

治
教
授
は
、
学
生
た

ち
を
前
に
訓
練
を
振
り
返
り
「
真
の

災
害
は
い
つ
ど
の
よ
う
な
状
況
で
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
今
日
の
訓
練

を
機
に
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
る

意
識
を
さ
ら
に
高
め
て
ほ
し
い
」
と

述
べ
た
。

　

大
学
病
院
関
係
者
を
対
象
に
し
た

訓
練
で
は
、
病
院
２
階
技
工
室
か
ら

出
火
し
た
と
の
想
定
で
、
入
院
患
者

や
外
来
患
者
の
避
難
誘
導
と
、
初
期

消
火
な
ど
に
重
点
を
置
い
て
実
施
し

た
。
参
加
者
た
ち
は
、
い
ざ
と
い
う

〔
役
職
教
員
〕�

10
月
１
日
付　
　

　

吉
成　

伸
夫�

（
副
病
院
長
）

会会
事事
理理

発発
令令

日　　時　：11月 26日（木）　午後 5 時 30 分～6 時（予定）
会　　場　：本館１階学生ラウンジ
プログラム：一般講演（ポスター発表）
演題申込みおよび事前抄録締切：11月 6日（金）　午後 5 時
問い合わせ：松本歯科大学学会集会幹事（川原一郎）内線 2236

第102回 松本歯科大学学会（例会）

第73回全国歯科大学同窓・校友会懇話会
「サステナブルな同窓・校友会を目指してⅡ、

原点回帰と進化の調和」をテーマに活発な討論

10
回
目
の「
６
期
会
」  、
講
演
会
・
懇
親
会
を
開
催

歳
を
重
ね
て
時
の
流
れ
の
は
や
さ
を
改
め
て
実
感

２年後に再会を期す「６期会」の出席者

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

本
館
南
棟
４
階
屋
上
か
ら
斜
降
式
救
助
袋
の
降
下
訓
練

長
野
縣
護
國
神
社
の
名
物
イ
ベ
ン
ト
「
泣
き
相
撲
」

大
盛
況
だ
っ
た
本
学「
お
口
す
こ
や
か
教
室
」

子どもにブラッシング指導をする阪西歯科衛生士

４
日
㈬

　

入
学
試
験
（
衛
生
学
院
）

　
　

総
合
型
選
抜
Ⅰ
期

　
　

社
会
人
選
抜
Ⅰ
期

５
日
㈭

　

合
格
者
発
表
（
衛
生
学
院
）

　
　

総
合
型
選
抜
Ⅰ
期

　
　

社
会
人
選
抜
Ⅰ
期

５
日
㈭
～
６
日
㈮

　

演
習
Ⅴ
（
第
６
学
年
）

６
日
㈮

　

献
血

８
日
㈰

　

一
日
体
験
入
学
（
歯
学
部
）

24
日
㈫

　

Ⅳ
期
試
験
（
第
６
学
年
）

25
日
㈬

　

入
学
試
験
（
歯
学
部
）

　
　

学
校
推
薦
型
選
抜
（
公
募
制・指
定
校
）

　
　

校
友
子
女
選
抜

　

大
学
院
発
表
会

30
日
㈪

　

Ⅱ
期
試
験
（
第
５
学
年
）

と
き
の
行
動
や
避
難
器
具
の
取
り
扱

い
な
ど
を
体
験
し
、
改
善
す
べ
き
点

な
ど
、
今
後
の
課
題
を
洗
い
出
し
て

い
た
。訓
練
の
最
後
に
事
務
局
は「
通

報
連
絡
、
初
期
消
火
、
避
難
誘
導
と

も
ス
ム
ー
ズ
か
つ
適
切
に
行
え
て
い

た
。
訓
練
し
た
こ
と
を
実
際
の
有
事

の
際
に
は
役
立
て
て
ほ
し
い
」
な
ど

と
講
評
し
た
。

顔
と
泣
き
声
で
「
お
口
す
こ
や
か
教

室
」
が
満
ち
溢
れ
る
事
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
。

（
小
児
歯
科
学
講
座　

准
教
授　

正
村
正
仁
）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

全
国
の
歯
学
部
・
歯
科
大
学
の
同

窓
・
校
友
会
が
一
堂
に
会
す
る
懇
話

会
が
、
毎
年
各
大
学
が
持
ち
回
り
の

当
番
校
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。

歯
学
部
卒
業
生
の
立
場
か
ら
、
各
同

窓
・
校
友
会
の
そ
の
時
々
の
歯
学
教

育
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
意
見
を

交
わ
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

今
年
は
朝
日
大
学
歯
学
部
同
窓
会
の

主
催
に
よ
り
10
月
24
日
（
土
）、
名

古
屋
市
の
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ

シ
ア
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
全
国

国
公
私
立
の
同
窓
・
校
友
会
28
校
の

代
表
が
顔
を
揃
え
た
。

　

73
年
間
の
歯
学
教
育
の
変
遷
を
踏

ま
え
つ
つ
、
国
公
立
と
私
立
あ
る
い

は
伝
統
校
と
新
設
校
な
ど
の
各
大
学

の
立
ち
位
置
の
違
い
が
あ
る
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
持
つ
問
題
点
と

対
応
策
な
ど
を
紹
介
し
、
活
発
な
討

論
が
行
わ
れ
た
。
今
回
は
「
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
同
窓
・
校
友
会
を
目
指
し

て
Ⅱ
、
原
点
回
帰
と
進
化

の
調
和
」
が
テ
ー
マ
と
さ

れ
た
。
立
場
の
違
い
は
あ

り
な
が
ら
、
抱
え
る
問
題

点
は
共
通
す
る
こ
と
が
多

く
、
改
め
て
本
懇
話
会
の

存
在
意
義
が
認
識
さ
れ

た
。
協
議
に
続
い
て
、
イ

グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
の

渡
部　

茂
先
生
（
朝
日
大

学
客
員
教
授
・
春
日
井
製

菓
株
式
会
社
顧
問
）
に
よ

る
「
唾
液 

―
口
腔
の
健
康

を
支
え
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
講
演
が

行
わ
れ
た
。
歯
科
に
お
け
る
基
本
的

な
研
究
領
域
と
言
え
る
唾
液
研
究
の

こ
れ
ま
で
の
知
見
や
最
新
の
研
究
成

果
が
披
露
さ
れ
、
歯
学
教
育
に
お
け

る
研
究
の
重
要
性
と
魅
力
を
説
か
れ

た
。
本
学
校
友
会
か
ら
は
会
長
、
副

会
長
ら
が
参
加
し
、
懇
話
会
懇
親
会

で
も
他
の
同
窓
・
校
友
会
の
代
表
と

緊
密
な
関
係
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
。

（
校
友
会
常
務
理
事　

13
期
生　

川
原
一
郎
）


